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∠滋 Rιθttιγεttιカ ル″ s夕ιγι腸
における日常性の変容
一一 そのサディスムまでの考察 一一
1953年,Lester Mansieldは,Lι CοπJσπιご′ル化κιZ Prοπs″1)ンこおいて

































ける。彼の sensibilit6とい うフィルターを通す時, 日常の光景が文学的素材
となる。
この論文の目的は,作品の中にとり込まれている微細なまでの日常生活が,
いかにして banalな日常性か ら変容 しているか とい うことを,彼の sensibili‐
t6 とい う観点か ら分析することであ り,更に,ストイシスム,そして 日常的
現実 とは結び付き難 く見えるサディスムとい うものが,実は,彼においては,




(2) Ibid。, p・ 10.
(3) Ibid。, p. 11。
(4)Cfo Proust,M.,Cοπιγι Sαづπιι―βι%υθ,P16iade,Paris,Ganimard,1971。Rοπαづ%
RοJ′απα, pp。 307-10.
(5)Proust,M。,И Jα Rθελι,′θttθ α%rι%夕s夕θγαπ,3vol,P16iade,Paris,GalHmard,
1954,tome I,Pγzttzεθ par Ao Maurois,p.IX.
(6)Ibid。,po X。
∠ノα Rθんιγθttθ α%rι%クsクιγグ%における日常性の変容





















4      И′α Rθみθγελθ α%rιz夕s夕θγα%における日常性の変容
Ⅱ.スワンがゲルマン ト公爵夫人に自らの死を予告する場面 (Ⅱ,pp.578-97。)。
作品前半部の自眉とも目されるこの場面で, 読者は,Lθs PZα′sグrs α Jθs
Jo“rsの中の中編,Lα Дん rι dルBα郷ごαssα″ SJJυαπご′に見られたのと同一


















































潜在する痛みは, しかし決して消え去ってしまうことはない。 《Sodome et











































表現の正確さ, 素朴な写実が, フランソワーズの 残酷さを 際立たせている。
《Sale bete!》とぃ ぅひどく卑俗な言葉が,場面に個性を与え,ユー モアを与
えている。更に「だが,一体誰が私に,あの熱々の湯たんぼを,あの香ばしい
コーヒーを…… ああした若鶏の料理までをつ くって くれるだろ う (…)こう
した卑怯な計算は,私と同様,誰もがしな くてはならなかったのだ」 とい う,
余 りにも言い訳 としか言いようのない言い訳 もユーモラスである。






























И Jα Rιθttθγεttι α%rθ%夕s夕θγα%における日常性の変容
1-2 書 き留めるとい うことについて
Jean一Pierre Richardは, 書き留めるという行為に 《vengeur》としての役


















1-1で採 り上げた 四つの場面も, 残酷さを描きながら, あるいは話者の
sensibilit6によって残酷さを浮き彫 りにしていきながらも,他人事として描か
れる,言い訳を伴 う,という形で,同時に別の要素 (抑制という効果0)が働













(4)《trag6dies d'arriere―cuisin 》と呼ばれるシーンの 1つである。
(5)jιπαθs夕γθ%SJグιππθs I,Gallimard,1973。
(6)Raimond,M。,Ope cit。,p。151。


































この「無関心」について,PrOustは《Du C6t6 de chez Swann》の中で
次のように語っている。









眠 り(Ⅲ,pp.69-75。)」,即ち, アルベルチーヌが人でなくなっている状態 (「事
実彼女は草花だった (Ⅲ,p.70.)」であること,つまり,愛において究極的に
求めているものが,安堵 0鎮静であることが「守 りの姿勢」を証明している。






















2-2サデ ィ ス ム
PrOustは痛みを無関心という手段で潜在的状態にしていく術を心得ていた。








































sJrs′ιZ`s Joπrsの中のコントLα COηルssグοη″πηθルππ` ノJJθ
の中に,ま
た, ProustがHenri Van Blarenbergheの母親殺しに関して Lθ Fづgαrο
に寄せた投稿記事の中に認めることができる。Lα C“ルssJοπど'″ηθル%η′″J′
Иノα Rιθttιγεttθ α%rθ%夕s夕ιγα%における日常性の変容      15
の中で PrOustは,快楽に身を委ねる娘とそれを目にした驚きの余 り息をひき




それが L′s PJαグsグ応 θι Jθs Jo%rsの中で凝視され,記事において正当化され,
ιあ Rισんθκんι に至って「サディスム」として昇華されていくのである。
sadisme,sadiqueという語は,ια R′ル πレ 全体を通じて意外に少なく,
ヴァントゥイユ嬢 (モンジュヴァンでの象徴劇),ラシェル (新人女優を失脚
させるエピソード),シャルリュス氏 (彼の言動,ジュピアンの男娼宿)に用い
られているだけである0。 そして,《Du C6t6 de chez Swann》におけるヴ














16      И Jα Rιθttιγεttθ α%rι%夕s夕θγα%における日常性の変容
て,この痛みを描き続けている。 スワンの「ス トイシスム」(痛みを潜在的状
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た (強調は筆者による)。         一一大学院博士課程後期課程一―
